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1. まえがき 
近年，南海トラフにおいて巨大地震が発生する可能性が

高いという示唆がある．政府の地震調査研究推進本部によ

ると，巨大地震の発生確率は今後 30 年以内で 70％～80％
と言われている[1]．これに対し政府は，避難所の整備や避

難経路の確保，建物の耐震化といったハード面での対策を

積極的に進めている。一方で，災害や避難の情報共有，防

災意識の向上といったソフト面での対策も重要である[2]．
ソフト面での災害対策においては，災害や避難の「情報」

を共有することが重要になる．身近な情報通信機器として

スマートフォンがある。また，スマートフォンには GPS に

よって位置情報を知ることができる機能が備わっている．

そのため，スマートフォンを活用した災害情報の共有シス

テムが望まれている． 
筆者らは，ソフト面から地域における防災対策を行う。

具体的には，防災情報を登録，共有できるようなスマート

フォンアプリケーションを開発し，住民が参加できるよう

な防災情報システムの実用化を目指してきた．本稿では，

アプリケーションに対して改善を行い，十分な機能を有し

て防災能力の向上が得られるかを確かめるとともに，今後

の課題について検討した結果を報告する． 
 

2. 従来のアプリケーションとその課題 
岐阜県では、災害情報を登録・共有するための「防災リ

ポート Ch.」というシステムを開発，運用している．これ

は，岐阜県に事前登録した「防災リポーター」と呼ばれる

人が，災害現場からスマートフォンを用いて、写真ととも

に災害種別・位置・状況などの情報を「県域統合型 GIS ぎ

ふ」[4]に登録し，その情報を閲覧することができるという

ものである．昨年までの研究[5]では，主に岐阜県防災リポ

ート Ch.の実用化に重点を置き，情報を正確かつ迅速に送

信できること，そしてその情報が GIS に登録されて表示さ

れることを，実証実験により確認した．本稿では，このア

プリケーションにおける課題の改善を目的とする． 
 
 

従来のアプリケーションが直面していた課題として， 
① プライバシー保護の観点で不適切な動作をする． 
② 最新スマートフォンのハードウェアにレイアウトが

対応していない． 
の 2 点が挙げられる．本研究ではこれらの解決を試みた． 

 

3. アプリケーションの改善点 
3.1 プライバシーに関する改善 

従来のアプリケーションにおいては，情報を正確に送信

できることを目的としていた。そのため，アプリケーショ

ンが利用できる位置情報やカメラ等の権限を最高に設定し，

ユーザの同意なくこれらの機能を利用できる状態となって

いた．これらの権限に関して「アプリケーション利用中の

み利用可」と適切なものに設定を行い，初回インストール

時には図 1 に示すようなユーザに同意を求めるアラートを

出すように改善を行った．これにより，ユーザの意図しな

いタイミングでの位置情報利用やカメラの起動を防ぐこと

ができた． 
また，ネットワークに関して，従来のアプリケーション

では無制限のインターネット接続が可能になっていた．こ

のアプリケーションでは県 GIS サーバのみと通信ができれ

ば良いため，改善後のアプリケーションでは県 GIS サーバ

以外との通信を無効にする処理を追加した． 
 

3.2 レイアウトに関する改善 

従来のアプリケーションでは，最新スマートフォンのハ

ードウェアにレイアウトが対応しておらず，図 2(a)のよう

に上下に黒い領域が存在していた．これは Apple のアプリ

ストアの要件を満たしておらず，最新スマートフォンでの

動作に問題が生じていた．そのため，スマートフォンのハ

ードウェアの種類に応じて図 2(b)のように画面いっぱいま

で表示ができるように改善を行った．また，キーボードの

表示の処理方法を変更することで，動作をスムーズにする

ことができた． 
 

 
図 1 位置情報利用の許可を求めるアラート 
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 (a)  改善前 (b) 改善後 

図 2 レイアウトの改善点 
 

4. アプリケーションの実証実験 
4.1 方法 

改善したアプリケーションの実証実験として，一般市民

を対象にデモンストレーション活動，およびアンケートを

行った．表 1 に示す日程・会場で行われたイベントで，本

アプリケーションをインストールしたスマートフォンを展

示し，来場した一般市民に実際に情報登録を体験してもら

った．その後，アンケートに回答してもらった．アンケー

トは「登録がしやすいか」「アプリの起動は早いか」「今

後利用したいか」の三つの観点について、5 段階評価と自

由記述によるものとした． 

4.2 アンケート調査結果 

36 名の一般市民を対象としたアンケート結果を図 3 に示

す．各項目について 7 割以上の人が「そう思う」「どちら

かといえばそう思う」と回答し，非常に高い評価が得られ

たことが分かる． 
自由記述欄に関しては，「簡単に発見報告ができるので

良い」といった肯定的な意見が多かった一方，「ピンをタ

ップした際に詳しい情報が表示できるようにしてほしい」

「地図の読み込み速度がもっと早くなると良い」といった

改善点を指摘するものもあった． 

4.3 考察 

アンケート結果から，本アプリケーションの情報登録機

能に関しては十分な動作をしていることが確認できた．特

に「登録がしやすいか」の項目に関しては，2017 年度の同

様の調査[5]と比較すると、「そう思う」が 5 割から 7 割に

増加している．これは，レイアウトや処理方法が最新端末

にも最適化され，動作が安定，かつスムーズにできるよう

になったためであると考えられる． 
一方で，自由記述欄からはいくつかの改善点が見られた．

詳細情報の表示に関しては，ピンをタップした際に詳しい

住所や写真が表示されることによって，より具体的に災害

の状況を知ることができ，避難や復興の活動に役立てるこ

とができると考えられる．また，地図の表示速度の問題に

関しては，地図データも県 GIS のものを利用しているため，

県 GIS のサーバから画像データをダウンロードして表示す

るのに時間がかかると考えられる．これを改善する方法と

して，サーバの応答速度を上げること，事前にスマートフ

ォンに必要な地図データをダウンロードできる仕組みを導

入することなどが考えられる．実際の災害においては，通

信が混雑することが予想されるため，事前に地図データを

ダウンロードすることは有意義であると思われる． 
 

表 1 アンケート調査の日時・場所・イベント 

 
 

 

図 3 アプリケーションに関するアンケート結果（n=36） 
 

5. まとめ 
本研究では従来のアプリケーションにおける，セキュリ

ティ面，レイアウト面での改善を行うことができた．また，

実証実験によってこれらの改善に効果があったことが分か

った．一方で、アンケート調査により新たな課題も見つか

った．今後は課題を解決するとともに、実際の災害時の状

況も意識した改善を進めていく． 
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日付 場所 イベント名

2018/7/8 ぎふメディアコスモス 自主開催イベント

2018/10/21 ソフトピアジャパン おおがき未来フェス

2018/11/17 岐阜市文化センター ぎふサイエンスフェスティバル
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